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は じ め に 
 

都市計画道路は，都市の骨格の形成，円滑な移動の確保，都市環境や防災，ライフラインの収容など，

都市空間の形成に多様な役割を担っています。市は，都市計画法に基づき昭和３７年に都市計画道路

を計画決定し，これまで段階的に整備を進めてきました。 
 
地区内道路は，都市計画道路などの幹線道路と地区の地先道路（建築敷地が接する前面道路）の中

間に位置し，地区内の施設を連絡する，通勤・通学や買い物など，日常生活に密接に関わる道路です。

地区内道路は，歩行者や自転車などの交通を重視し，安全性の確保のほか，防災性，快適性，コミュニ

ティ機能の向上などにも寄与します。市は，昭和６１年に「調布市生活道路網整備計画」を策定し，整備

を進めてきました。 
 
平成２８年３月に，市の最上位計画である「調布市総合計画」におけるまちの将来像及び都市計画

（まちづくり）分野の最上位計画である「調布市都市計画マスタープラン」における将来都市像の実現

に向けて，市を取り巻く状況等を踏まえ，都市計画道路と地区内道路を一体的な計画とした「調布市道

路網計画（以下，「道路網計画」という。）」を策定しました。 
 
道路網計画の策定以降も，自動車以外の移動手段の利用の変化，道路空間に求められるニーズの多

様化等，市を取り巻く状況や道路を取り巻く環境は大きく変化しており，このような変化に対応した計

画とするため，計画を改定することとしました。 
 
道路網計画の改定に当たっては，市民ニーズ等を計画に反映するため，検討の進め方も含め，検討

の各段階で「みちの井戸端会議（第１回～第４回，合計５２箇所）」や「道路に関する市民アンケート調査」，

「調布市道路網計画（案）に関するパブリック・コメント手続」など複数の手法で市民参加を実践してき

ました。市民参加では，約１，９００人の方にご来場・ご回答いただき，約２，５００人（市民アンケート調

査結果含む）の方からご意見をいただきました。ご参加・ご協力いただいた市民の皆さんに心より感謝

申しあげます。 
 
市は，引き続き，目指すべき道路網の実現に向けて，取り組んで参りますので，ご理解とご協力をお

願いします。 
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1. 調布市道路網計画改定の目的と位置付け 

（１）改定の目的 

都市計画道路については，おおむね１０年間で優先的に整備すべき路線を定めた「事業化計画」を過

去４回にわたり策定し，事業の推進に取り組んできました。平成２８年３月には，平成２８年度から令和

７年度までを計画期間とした「東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画）」を東京都，

関係市区町と協働で策定しました。 
これと併せて，市は，まちの骨格となる都市計画道路と地区内交通を担う地区内道路を一体的に計

画し整備を進めるため，平成２８年３月に「調布市道路網計画」（以下，「道路網計画」という。）を策定し，

この計画を基に道路整備を推進しています。 
平成２８年３月の道路網計画の策定以降，自動車以外の移動手段の利用の変化，道路空間に求めら

れるニーズの多様化等，市を取り巻く状況や道路を取り巻く環境は大きく変化しており，このような変

化に対応した計画とするため，同計画を改定することとしました。 
 

（２）計画期間 

本計画の計画期間は，東京都と関係市区町で検討し，令和８年３月に策定した「東京における都市計

画道路の整備方針」と整合を図り，令和８年度から令和２２年度までの１５年間とします。なお，社会状

況の変化等に対応するため，計画期間内においても必要な見直しを行っていきます。 

 

 

 

図 都市計画道路，地区内道路の計画の変遷 
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（３）道路網計画の位置付け 

道路網計画は，市の最上位計画である「調布市総合計画」におけるまちの将来像及び，都市計画（ま

ちづくり）分野の最上位計画である「調布市都市計画マスタープラン」における将来都市像の実現に向

けた関連計画として策定するものです。 
 

 
 

図 道路網計画の位置付け 
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（４）道路網構築の体系 

市における都市の将来像を実現するため，「社会状況の変化」や「市民ニーズ」，「みちづくりの基本

理念」と新たに位置付ける「調布市の道路網の将来ビジョン」を踏まえ，道路網を構築していきます。 
 

 

  

みちづくりの
基本理念

社会状況
の変化

都市の将来像

市民ニーズ

道路網構築の目標

調布市の道路網の
将来ビジョン

道路網構築の視点

目指すべき道路網

道路整備プログラム
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（７～１９ページ参照） 

（２９ページ参照） 

（２１～２８ページ参照） 

（３１ページ参照） 

（３５～３７ページ参照） 

（４２・４３ページ参照） 

（４７～5９ページ参照） 
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（５）道路網計画の構成 

道路網計画は，道路網構築の目標を踏まえ，広域的な移動を支える都市計画道路を対象とした「広

域道路網計画」と，広域的な道路を補完し地区内の移動を支える地区内道路を対象とした「地区内道

路網計画」により構成します。 

１）広域道路網計画 

・目指すべき広域道路網 ： 道路網構築の目標を達成するうえで必要な道路網です。道路網構

築の視点により路線の必要性を確認して設定します。 

・廃止候補路線 ： 必要性が確認されなかった路線を位置付け，都市計画道路を廃止

した際の地域のまちづくりへの影響などを検討したうえで，今後，

計画廃止など必要な都市計画の変更を行っていきます。 

・広域道路整備プログラム ： 必要性が確認された路線を対象に，整備の優先度を明示したもの

です。 

・優先的に整備すべき路線 ： 整備優先度の考え方に該当する路線です。この路線をさらに，優先

整備路線（①）と準優先整備路線（②）に分類します。 

・優先整備路線（①）  ： 令和８年度から令和２２年度までの１５年間で事業着手する路線で

す。 

・準優先整備路線（②）  ： 優先整備路線の次に事業着手する路線です。  

・それ以外の路線（③） ： 整備優先度の考え方に該当しない路線です。 

・計画検討路線（④）  ： 道路の線形，幅員，位置，構造の変更など都市計画の内容について

検討する必要がある路線です。特別な事由に該当する路線を位置

付けます。 

 

２）地区内道路網計画 

・目指すべき地区内道路網 ： 道路網構築の目標を達成するうえで必要な道路網です。道路

網構築の視点により路線の必要性を確認して設定します。 

・計画の位置付けを廃止する路線 ： 必要性が確認されなかった路線は，道路網計画の改定をもっ

て廃止します。 

・地区内道路整備プログラム  ： 必要性が確認された路線を対象に，整備の優先度を明示した

ものです。 

・優先整備路線（①）   ： 令和８年度から令和２２年度までの１５年間で事業着手する路

線です。 

・それ以外の路線（②） ： 整備優先度の考え方に該当しない路線です。 

・機能確保の取組（③）  ： 部分的な拡幅や既存道路の有効活用（カラー舗装や物理的デ

バイスの設置等）などにより短期・中期的に対策を行う路線で

す。機能確保のための総合的な取組の考え方に基づき，選定

します。 
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図 道路網計画の構成 
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広域道路網計画
広域道路網

（広域の交通を担う都市計画道路）

道路網構築の視点

目指すべき広域道路網

廃止候補路線

必要性が確認
されなかった路線

広域道路整備プログラム
整備優先度の考え方

優先的に整備すべき路線

優先整備路線と
準優先整備路線の分類

①優先
整備路線

③それ以外
の路線

④計画
検討路線

計画検討
路線選定の
考え方

(特別な事由)

地区内道路網計画
地区内道路網

（地区内の交通を担う生活道路）

道路網構築の視点

目指すべき地区内道路網 必要性が確認
されなかった路線

地区内道路整備プログラム

整備優先度の
考え方

①優先
整備路線

必要性が確認
された路線

必要性が確認
された路線

計画の位置付けを
廃止する路線

②それ以外の
路線

③機能確保
の取組

機能確保のための
総合的な取組の

考え方

道路網構築の目標

②準優先
整備路線
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調布３・４・９号線については，鉄道交差部を除き，金子地域福祉センターから甲州街道まで整

備済です。 

調布３・４・９号線の鉄道交差部（以下，「清水架道橋」という。）はボトルネックとなっており，こ

れまで市民の皆さんから安全対策実施のご要望等をいただいていますが，京王線の橋台や橋脚

など鉄道施設の移設が必要なことや営業線直下の工事となることから，短期間で抜本的な対策

を実施することは困難な状況です。 

  

図 調布３・４・９号線の状況        

 

調布３・４・９号線の鉄道交差部（清水架道橋） 

 

市は，市の東部に位置するつつじヶ丘駅及び柴崎駅周辺の鉄道の連続立体交差化により，開

かずの踏切の５箇所の除却と清水架道橋のボトルネック解消を実現することで，交通渋滞の緩和，

踏切事故の解消，通学路の安全確保及び緊急・救急活動の円滑化など地域の長年の課題を解決

していきます。 

  

column 調布３・４・９号線の鉄道交差部への対応 
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図 都市計画変更に関わる手続の流れ 

都市計画変更の
素案の作成

※都市計画変更に関わる手続の流れ

都市計画変更の
素案の説明

都市計画変
更案の作成

都市計画
審議会

都市計画案
の公告・
縦覧

都市計画
決定・告示
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7. 目指すべき道路網の実現に向けて 

（１）道路網計画で位置付けた各路線の検討の進め方 

・広域道路網 

優先的に整備すべき路線（優先整備路線，準優先整備路線） 

道路に求められる様々な機能が効率的，効果的に発現できるよう，地域の特性に配慮しながら事業

化に向けた検討を行うとともに，調布市基本計画に位置付けた年度別計画を基に，現在事業中である

路線の進捗状況や財政状況，まちづくりの機運の高まりなどを勘案しながら順次事業を進めていきま

す。 
なお，事業化に当たっては，地域の皆さんに適切な情報提供を行うとともに，特定財源の活用によ

り必要な財源を確保し，早期の道路網構築を目指します。 

 

計画検討路線 

「計画検討路線」については，今後，地域の状況を踏まえつつ，計画検討，都市計画手続等，事業化検

討の３段階に分けて検討を進めていきます。 
具体的には，各路線の課題を踏まえ市民参加の手法を検討し，市から検討の各段階に応じて適切な

情報提供を行うとともに，地域の皆さんの意見把握に努めながら検討を進めていきます。 

 

廃止候補路線 

「廃止候補路線」については，都市計画道路を廃止した際の地域のまちづくりへの影響などを検討し

たうえで，計画廃止など必要な都市計画の変更を行っていきます。なお，今回，廃止候補路線として位

置付ける路線はありません。 

 

・地区内道路網 

地区内道路は，都市計画として定めた道路ではなく，各地区の特性や道路の位置付けに合わせなが

ら整備を進めるため，より一層市民の皆さんのご理解とご協力を必要とします。 
 
優先整備路線 

「優先整備路線」については，周辺環境や地域の特性に配慮しつつ，順次事業化に向けた検討を進め

ます。また，事業化に当たっては，必要な財源確保を図り，着実な整備推進を目指します。 
 

機能確保の取組 
「機能確保の取組」については，周辺環境や地域の特性に配慮しつつ，早期の課題解決に向けて検討

を進めます。 
 
それ以外の路線 
それ以外の路線については，沿道建物の建替えや開発事業などの機をとらえ，道路空間の確保に努

めていきます。  
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（２）定期更新の仕組み 

道路網計画は，社会状況の変化等に対応するため，計画期間内においても必要な見直しを行ってい

きます。なお，「東京における都市計画道路の整備方針」の改定時には，整合を図ります。 
また，更新を行う際には，個別路線（計画検討路線，廃止候補路線等）の検討結果を反映します。 

 

図 定期更新の仕組み 

 

（３）道路網計画の進捗状況の周知 

道路網計画の進捗状況を市民の皆さんへ周知するため，「調布市道路網計画の進捗状況」を定期的

に市ホームページで公表します。 
 

（４）道路整備の推進 

１）都市計画道路用地の先行取得 

市には，「公有地の拡大の推進に関する法律」に基づき，調布市土地開発公社により用地を先行取得

できる制度があります。 
先行取得した用地については，工事までの間，歩行者空間として一部開放する等の取組を行ってい

きます。 
 
事例①：調布３・４・１１号線（柴崎駅～甲州街道）では，先行取得した用地の一部を開放し，カラー舗

装することで歩行者空間を創出しました。 
事例②：調布３・４・３１号線（西調布駅～品川通り）では，先行取得した用地の一部を開放し，西調布

駅南口周辺に必要な機能を検討する実証実験を行いました。 

  

 
調布３・４・１１号線 

（柴崎駅～甲州街道） 

調布３・４・３１号線 
（西調布駅～品川通り） 
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２）事業中路線の用地の利用 

市は，事業着手後，一定の用地が取得できた段階で工事を実施しています。一方で，事業着手から

工事までは時間を要することから，早期に事業効果が発現できるよう，取得した用地を歩行者空間と

して一部開放するなどの取組を行っていきます。 
 
事例：調布３・４・２８号線（品川通り～甲州街道）では，取得した用地の一部を開放することで歩行者

空間を創出しました。 
 

  

調布３・４・２８号線（品川通り～甲州街道） 

 

３）道路の完成イメージの共有 

市は，ＶＲ（バーチャルリアリティ）やイラスト等で道路の完成イメージを市民の皆さんに共有し，道路整

備に対してご理解・ご協力を得られるよう努めていきます。 
 

事例①：調布駅前広場の整備では，完成後の将来イメージをＶＲで作成し，Youtube 等で公開しました。 
事例②：鉄道敷地の整備では，整備イメージのイラストを市ＨＰやみちの井戸端会議で公開しました。 

 

調布駅前広場の完成イメージのＶＲ           鉄道敷地（区間Ｃ）の整備イメージ 
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市は，令和４年３月に策定した無電柱化推進計画に基づき，無電柱化を推進しています。 
また，地域の防災性の向上，安全で快適な歩行空間の確保及び良好な都市景観の創出を図る

ため，都市計画道路の整備に併せて，電線共同溝等の整備により電線類を地中化する無電柱化

を実施しています。 

  
図 本計画の期間中に優先的に無電柱化を 

推進する市道 

出典：調布市無電柱化推進計画（令和４年３月） 

 

 

 
 
令和８年３月に東京都及び関係市区町で策定した「東京における都市計画道路の整備方針」で

は，ウォーカブルな都市東京の実現に向け，まちづくりや地域のニーズに応じて道路空間を再編

する取組を「東京ストリート＋（プラス）」として新たに位置付けています。こうした道路空間の再

編を都内に幅広く展開するため，先導的なモデルケースとなるような路線を「リーディング路線」

として選定しています。 
市においては，リーディング路線として位置付けた路線はありません。一方で，多様化する市民

ニーズや地域のまちづくりの状況等に応じて，今後，市においても道路空間の再編が必要となる

場合もあります。 
 

 
図 道路空間再編のイメージ（葺合南５４号線） 

出典：神戸市ＨＰ 

column 道路空間の再編 

column 無電柱化の推進 

図 電線共同溝（イメージ） 
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市ＨＰにて，「調布市道路網計画の進捗状況」として，事業中路線や事業化準備中路線の状況，

計画検討路線の検討状況等を周知します。また，整備が完了した道路については，整備後の状況

や整備効果等を周知します。 

 
図 事業中路線の状況の掲載例 

 
図 整備が完了した道路の状況や整備効果の掲載例 

 

また，子ども向けの市ＨＰの作成など，市の未来を担う子どもたちに，市の道路について知っ

てもらえるような取組を考えていきます。 

 
図 他都市の取組例 

出典：船橋市ＨＰ 

column 道路網計画の進捗状況の周知 
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道路網計画改定に当たっては，検討の各段階で，職員が対面形式で直接市民の皆さんの意見を聴く

「みちの井戸端会議」や「道路に関する市民アンケート調査」などの市民参加の取組を実践し，市民の皆

さんとコミュニケーションを図りながら，検討を進めました。 
また，「調布市道路網計画有識者委員会」を設置し，技術的視点から助言などをいただきながら検討

を進めました。 

 
 

 

道路網計画の参考資料は，技術検討レポートと市民参加レポートがあります。 
・参考資料（別冊）：現状分析や道路網構築の視点等，計画検討の過程を示す「技術検討レポート」 
・参考資料（別冊）：市民参加の取組結果をまとめた「市民参加レポート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画検討
（調布市）

市民参加
（市民・道路利用者）

技術検討
（有識者委員会）

STEP2 道路網構築の
目標・視点

STEP3 目指すべき道路網
道路整備プログラム

STEP4 道路網計画（案）

調布市道路網計画 改定

STEP1 検討の進め方
現状と課題

検討着手

市内の道路に関しておもうこと，
検討の進め方に対する意見

パブリックコメント

道路網構築の目標や
視点に対する意見

道路の整備優先度や
道路整備プログラムの
考え方に対する意見

検討着手のお知らせ（市報）

（令和8年３月策定）

令和6年
10月
実施済

令和6年
10～11月
実施済

令和7年
5～6月
実施済

令和7年

実施済

令和7年12月～

実施済

道路に関連する
データ分析および
既存ストックの把握

目標や視点に
関する分析

道路網の評価および
道路整備

プログラムの評価

道路網計画（案）の
評価

調布市道路網計画改定に向けて
（検討体制・検討プロセス等）

調布市道路網計画改定に向けた
検討状況

令和6年 1２月公表

令和7年8月公表

〔第1回みちの井戸端会議 令和6年10月～11月〕
〔市民アンケート調査 令和７年２月〕

〔第２回みちの井戸端会議 令和７年５月～６月〕
〔道路ユーザーヒアリング 令和7年4月～10月〕

10～11月

令和8年1月

〔第3回みちの井戸端会議 令和7年5月～6月〕

〔パブリック・コメント手続 令和8年12月～令和8年1月〕
〔第4回みちの井戸端会議 令和8年1月〕

「調布市道路網計画」の参考資料 

道路網計画 

（本書） 技術検討レポート 市民参加レポート 

参考資料（別冊） 

道路網計画の検討プロセス 
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